










保護者支援・子育て支援研修会 食育・アレルギー対応研修会

「保護者支援・子育て支援研修会」に参加し、保護者との

関わりのポイントや保育カウンセリングの理論・技法について

学ばせていただきました。その中で特に印象に残り、大切に

したいと思ったことがあります。それは「どう解決するか、

どう対応するかより、どう理解するか」と言う言葉です。

支援をする上で1番大事なのは、“相手に寄り添い、気持ちを

受け止めること“だそうです。そうすることで相手の気持ちが

整理され、自身の悩みの核に気づくことができ、それは

自己成長へと繋がり、結果その問題を乗り越えることが

できるのだそうです。今回の研修を受け、保護者の方に

どんなことでも安心して話をしてもらえる保育者で

ありたいと改めて感じました。まだまだ経験も実力も不十分

ですが、今回学んだことを実践しながら頑張っていきたいと

思います。　

writer:神之 恵理

2020年8月に、食育・アレルギー対応研修会に参加しました。

参加者は保育園で働く様々な業種の人たちで、いろいろな

視点での話し合いなどができ、とても貴重な時間と

なりました。また、子供の成長過程と食事の提供の仕方に

ついての研修では、離乳食の時期を4つに分け、それぞれの

時期の食べ物の形状、与え方、目的等を学ぶことができま

した。同時に、子どもの成長には個人差があり、一人

ひとりの成長へ気づき、理解してあげることの大切さに

ついて改めて考える機会となりました。今回の研修を

生かし、食べるということが、子どもたちがこれから

生きていく中で、楽しいものであり、体が元気になる

食べ物を自然と選べるようなきっかけを作ってあげられたら

いいなと思います。　

writer:⻑濱 早紀

●ゆうかり学園
生活支援員／勤続23年6か月  大迫  令子
事務員／勤続２年6か月  福元  沙也加
生活支援員／勤続2か月  内木場  秀子

お世話になりました。

よろしくおねがいします。

❶ゆうかり学園
生活支援員／徳田  さつき   ・   生活支援員／永田  明美　　（❷より異動）川田  晃一
❷地域生活支援拠点ゆうかり　　　　　　　　　　　　　
生活支援員／馬場  純市　　  （非正規から正規職員へ）　 　 看護師／隈元  由香里  ・  生活支援員／貴島  晴美　　（❶より異動）阿間見  良

Hさん
S35年生まれ

還暦です！

Sさん(享年79歳)

平成１２年に入所され、畜産班で牛や豚の世話をされていました。
そうさく班に移ってからも、体操やカレンダー作りなど
楽しそうに参加されていました。面倒見がよく、たくさんの
利用者さんを気に掛けていらっしゃいました。「谷山に
住んどったどー。やなぎ饅頭知っちょっと？おいしかどー。
あそこのおじさんがね……。」と満面の笑みで昔のお話を
して下さったことが昨日のように思い出されます。在りし日の
姿を偲び、謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

Yさん(享年65歳)

昭和５０年に入所され、工芸班で活動されていました。
カッターを使って木を削ること好きで、黙々と削っている姿が
とても印象的でした。スポーツや時代劇を見ることも好きで、
最近ではテレビのプロレスを歓声を上げながら、時には
悔しそうにしながらグループホームの皆と一緒に観戦して
いたことが昨日のように思い出されます。在りし日の姿を偲び、
謹んでご冥福をお祈り申し上げます。






